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あ
な
た
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民
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わ
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「
燃
え
る
ご
み
」減
量
大
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！

風
水
害
に
備
え
る

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
ひ
ろ
ば

あ
そ
ぼ
〜
児
童
セ
ン
タ
ー

曇
り
の
ち
晴
れ

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

新
た
な
決
意
を
胸
に

 

井
上
市
長
初
登
庁



2K A S U G A         C I T Y

就
任
挨
拶

　

こ
の
た
び
、４
月
22
日
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
、多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、引
き
続
き
市
政
を
お
預
か

り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、市
民
の
期
待
の
大
き
さ

と
市
政
を
担
う
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
同
様
、｢

市
民
が
ま
ん
な
か｣

と
い
う
政
治
信
条
に
基

づ
き
、行
政
が
ど
の
よ
う
な
展
望
の
も
と
、何
を
ど
の
よ
う
に
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、広
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、よ
り
多
く

の
人
々
と
の
対
話
の
中
か
ら
、市
民
の
心
を
く
み
上
げ
て
い
き
、市

政
運
営
に
誠
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
行
政
は
、少
子
高
齢
化
な
ど
の
新
た
な
社
会
変
化
や
制

度
の
変
革
、福
祉
、教
育
の
充
実
な
ど
に
対
応
し
、取
り
組
ん
で
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、春
日
市
は
、厳
し
い
財
政

状
況
下
に
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
健
全
財
政
の
維
持
と
行
政
改
革

の
推
進
を
積
極
的
に
進
め
な
が
ら「
輝
き 

ふ
れ
あ
い 

安
ら
ぎ
の

都ま

ち市 

か
す
が
」の
実
現
に
努
め
、市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
住

む
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、今
後
、高
齢
人
口
の
増
加
や
団
塊
世
代
の
退
職
、
行
政
課

題
の
変
化
、各
種
制
度
の
変
革
に
あ
わ
せ
、市
役
所
の
業
務
や
組

織
の
あ
り
よ
う
も
大
き
く
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
た

な
時
代
に
対
応
し
た
春
日
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
、職
員
と
一
体
と

な
っ
て
、重
責
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、本
市
行
政
へ
の
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
て
、私
の
市
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

              　
　
　

春
日
市
長　

井
上
澄
和

4月22日の選挙で再選され
3期目を迎えた井上市長が、
5月2日、市民や職員の歓迎を受けながら初登庁。
就任式で、まちづくりへの新たな決意を表明しました。

新たな決意を胸に

井上市長初登庁
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●税源移譲の目的●

　地方公共団体は国が国税として集めた財源の中から補助金を受
けていました。しかし、これでは地方公共団体の自主性が高いと
は言えません。
　地方公共団体が自主的に財源を確保し、住民によりよい行政
サービスを提供できるよう、国から地方へ税源を移すことになり
ました。

　「地方でできることは地方に」という方針のもと

進められている三位一体改革。

この改革の柱ともいえる「税源移譲」により、

国から地方へ税源が移譲されました。

これにより、平成19年から

所得税と市・県民税の税率が変わります。

所得税＋市・県民税の
税負担は変わりません

改正後

市・県民税

改正前

市・県民税

国から
地方へ

税源移譲
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わ
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所
得
税
と
市
・
県
民
税
の税

率
が
変
更

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、ほ
と
ん
ど
の
人
は
、

１
月
分
か
ら
所
得
税（
国
税
）が
減
っ
て
い

ま
す
。そ
し
て
、６
月
分
か
ら
は
市
・
県
民
税

（
地
方
税
）が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。し

か
し
、税
源
を
移
し
替
え
る
だ
け
な
の
で
、

所
得
税
と
市
・
県
民
税
の
合
計
負
担
額
は
基

本
的
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※　

定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ

る
影
響
は
あ
り
ま
す
。

モデルケース 税源移譲による負担変動（年額）

独身者の場合

夫婦 +子ども２人の場合

※夫婦+子ども２人の場合、子供のうち１人が特定扶養親族に該当するものとする。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算。
※実際の負担増減額には、平成19年からの定率減税廃止などの影響がある。

税源移譲前
給与収入

300万円

500万円

700万円

所得税

12万4,000円

25万8,000円

47万4,000円

市・県民税

  6万4,500円

16万3,000円

30万7,000円

合　計

18万8,500円

42万1,000円

78万1,000円

負担
増減額

0円

0円

0円

税源移譲後

所得税

  6万2,000円

   16万500円

37万6,500円

市・県民税

12万6,500円

   26万500円

40万4,500円

合　計

18万8,500円

42万1,000円

78万1,000円

税源移譲前
給与収入

300万円

500万円

700万円

所得税

             0円

11万9,000円

26万3,000円

市・県民税

       9,000円

  7万6,000円

19万6,000円

合　計

       9,000円

19万5,000円

45万9,000円

負担
増減額

0円

0円

0円

税源移譲後

所得税

             0円

  5万9,500円

16万5,500円

市・県民税

       9,000円

13万5,500円

29万3,500円

合　計

       9,000円

19万5,000円

45万9,000円

所得税

市・県民税

平成１９年１月分から適用

平成１９年６月分から適用

４段階の税率を、
６段階に細分化
※所得税と市・県民税を合わせた税負担
　が変わらないよう制度設計

３段階の税率から、
一律10％に
（県民税4％・市民税6％）
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老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置

　

昭
和
15
年
１
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人（
平
成
17

年
１
月
１
日
現
在
、65
歳
以
上
の
人
）で
、前
年
の
合
計

所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人
は
、平
成
17
年
度

ま
で
市
・
県
民
税
が
非
課
税
で
し
た
が
、平
成
18
年
度

か
ら
、こ
の
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。た

だ
し
、急
激
な
税
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
下
表
の
と
お

り
経
過
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

税
源
移
譲
以
外
の
変
更

定
率
減
税
の
廃
止

　

平
成
11
年
度
か
ら
、景
気
対
策
の
た
め
に

暫
定
的
な
税
負
担
の
軽
減
措
置
と
し
て
導

入
さ
れ
て
い
た「
定
率
減
税
」が
、最
近
の
経

済
状
況
を
踏
ま
え
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

問い合わせ先
所得税に関すること　筑紫税務署

☎（923）1400

市・県民税に関すること　市税務課
☎（584）1111　5（584）1141

モデルケース 夫婦+子ども２人・給与収入700万円（年額）

※子どものうち１人が特定扶養親族に該当するものとする。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算。

市・県民税
定率減税

所 得 税
定率減税

合　計

19万6,000円
△1万4,700円

26万3,000円
△2万6,300円

41万8,000円

市・県民税

所 得 税

合　計

29万3,500円

16万5,500円

45万9,000円

平成18年 平成19年

モデルケース 70歳独身・年金収入200万円（年額）

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算。
※年金収入200万円の場合は、年金に係る控除を行った後の合計所得金額が125万円以下
　なので、経過措置を適用。

市・県民税

所 得 税
定率減税

合　計
（税額

非課税

3万4,800円
△6,960円

2万7,840円
2万7,800円）

市・県民税
市・県民税

×   

所 得 税

合　計
（税額

3万7,300円

△1万2,434円

1万7,400円

4万2,226円
4万2,200円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度

１
３

市・県民税
定率減税
（市・県民税－定率減税）

×       

所 得 税
定率減税

合　計
（税額

1万9,900円
△1,500円

△1万2,267円
3万4,800円
△3,480円

3万7,453円
3万7,400円）

２
３

平成18年

平成 18年度 平成 19 年度 平成 20 年度

2 ／ 3軽減
1／ 3軽減

全額課税
2／ 3課税

1／ 3課税

所得税：平成18年1月分から

　　　　税額の10％相当額を減額（12.5万円を限度）

市・県民税：平成18年6月分から

　　　　　 税額の7.5％相当額を減額（2万円を限度）

平成19年以降

所得税：平成19年1月分から廃止

市・県民税：平成19年6月分から廃止

※各モデルケースの市・県民税（年額）は所得割に係るもので、このほか均等割が課税されます。

老年者非課税措置の廃止に伴う経過措置（税の軽減）
　課税額が、平成18年度は1／3に、平成19年度は2／3に、平成20年度より全額になります。

国から
地方へ

5
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白
色
ト
レ
イ

　

白
色
ト
レ
イ
と
し
て
出
せ
る
の
は
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
白
色
の
ト
レ
イ

で
す
。

出
せ
な
い
も
の

▽
色
や
柄
の
付
い
た
ト
レ
イ

▽
汚
れ
た
ト
レ
イ

▽
工
作
に
使
っ
た
ト
レ
イ

▽
納
豆
の
容
器

▽
カ
ッ
プ
め
ん
の
容
器

▽
梱
包
用
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

出
し
方

　

春
日
市
指
定
の「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白

色
ト
レ
イ
」の
ご
み
袋
に
入
れ
て
、指
定

の
収
集
日
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

指
定
袋　

30
ℓ（
５
枚
）・
75
円（
税
込
）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
テ

レ
フ
タ
レ
ー
ト
製
の
容
器
）と
し
て
出

せ
る
の
は
、

マ
ー
ク
の
つ
い
た「
飲

料
」・「
し
ょ
う
ゆ
」・「
酒
類
」用
の
容
器

で
す
。

出
せ
な
い
も
の

▽
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、

ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
の
容
器
な
ど

マ
ー
ク
の
付
い
て
い
な
い
容
器

▽「
油
」や「
洗
剤
」、「
漂
白
剤
」の
容
器

（　
　

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
て
も
出

せ
ま
せ
ん
）

▽
中
身
の
残
っ
た
容
器

▽
汚
れ
た
容
器

▽
工
作
に
使
っ
た
容
器

収
集
日　

毎
月
第
２
回
目
の
不
燃
物
収

集
日

出
す
時
間　

夕
方
〜
午
後
10
時

よ
く
あ
る
出
し
間
違
い

　

ご
み
の
出
し
方
は
、市
町
村
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。春
日
市
の
ご
み
出
し

ル
ー
ル
に
従
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
を
は
ず
す

　

ふ
た
は
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
は
別

の
材
質
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。ふ
た

が
付
い
た
ま
ま
だ
と
、工
場
で
圧

縮
・
梱こ

ん
ぽ
う包
し
よ
う
と
し
て
も
ボ
ト
ル

が
つ
ぶ
れ
ず
に
困
り
ま
す
。

　

ま
た
、圧
縮
時
に
ふ
た
が
飛
ん
で

危
険
で
す
。

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
は
、は
が

さ
な
い

　

多
く
の
自
治
体
で
は
機
械
で
分
別

す
る
た
め
、ラ
ベ
ル
を
は
が
す
よ
う

に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、春

日
市
で
は
手
で
選
別
し
て
い
ま
す
。

ラ
ベ
ル
は
付
け
た
ま
ま
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
色
柄
付
き
ト
レ
イ
、カ
ッ
プ
め
ん
容

器
は
燃
え
る
ご
み
へ

　

集
め
ら
れ
た
白
色
ト
レ
イ
の
み
、

再
び
ト
レ
イ
な
ど
に
加
工
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。色
の
付
い
た
も
の
な

ど
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
燃
え
る
ご
み
へ

　

梱
包
用
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
、

白
色
ト
レ
イ
と
一
緒
に
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
燃
え
る
ご
み
」

減
量
大
作
戦
！

〜
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
イ
〜

手軽で便利という理由から
年々使用量が増えているペットボトルと白色トレイ。
特に、暑くなるにつれて
ペットボトルの使用量はどんどん増加します。
市は、燃えるごみを少しでも減らし、
リサイクルを進めるため、
ペットボトルと白色トレイは、
資源ごみとして分別・収集を進めています。

手軽で便利という理由から
年々使用量が増えているペットボトルと白色トレイ。
特に、暑くなるにつれて
ペットボトルの使用量はどんどん増加します。
市は、燃えるごみを少しでも減らし、
リサイクルを進めるため、
ペットボトルと白色トレイは、
資源ごみとして分別・収集を進めています。
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ス
ー
パ
ー
の
店
頭
回
収

　

市
が
認
定
し
て
い
る「
エ
コ
シ
ョ
ッ

プ
認
定
店
」な
ど
、一
部
の
店
舗
で
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
白
色
ト
レ
イ
を
回
収
し
て

い
ま
す
。

　

春
日
市
の
出
し
方
と
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
店
舗
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
市
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
認
定
店

▽
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
春
日
原
店（
春
日

原
北
町
１
ー
３
ー
23
）

▽
ザ
・
モ
ー
ル
春
日（
春
日
５
ー
17
）

▽
サ
ニ
ー
宝
町
店（
伯
玄
町
２
ー
18
）

▽
サ
ニ
ー
春
日
原
店（
春
日
原
北
町

２
ー
20
ー
21
）

▽
サ
ニ
ー
ち
く
し
台
店（
ち
く
し
台

１
ー
20
）

▽
サ
ニ
ー
日
の
出
町
店（
日
の
出
町

６
ー
42
）

▽
サ
ニ
ー
須
玖
店（
須
玖
南
３
ー
87
）

▽
サ
ニ
ー
春
日
公
園
店（
春
日
公
園

３
ー
62
）

※　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
春
日
原
店
は
、

同
店
で
購
入
し
た
ト
レ
イ
の
み
回
収

し
て
い
ま
す
。

　ごみを削減する上で一番大切なこ
とは、「ごみを出さない、作らないこと
(リデュース＝発生抑制)」です。
　例えば、水筒を利用したり、リサイク
ルしやすいビン入りの飲料水を利用
したりすればペットボトルのごみは発
生しません。また、肉や魚を買う際に、
対面販売のお店を利用すれば、白色ト
レイのごみは発生しません。
　後からごみの処理に悩むより、最初
からごみ処理の手間を考えて商品を
購入する方が、賢い選択です。ぜひ、
実践しましょう。

問い合わせ先　ごみ減量推進課
☎（584）1111
5（584）1147

7
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日
ご
ろ
の
準
備

□
防
災
訓
練
に
参
加

　

市
内
の
各
自
治
会
に
は
自
主
防
災

組
織
が
あ
り
ま
す
。
各
組
織
で
防
災

訓
練
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、積

極
的
に
参
加
し
、防
災
に
対
す
る
技

術
や
知
識
を
得
て
、地
域
の
取
り
組

み
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

□
避
難
所
の
確
認

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、ど
こ
に
避
難

す
れ
ば
よ
い
か
知
っ
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
避
難
所
や

避
難
経
路
、水
路
や
が
け
な
ど
の
自

宅
周
辺
の
危
険
な
場
所
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

□
家
屋
や
塀
な
ど
の
点
検

　

昨
年
９
月
の
台
風
で
屋
根
瓦
の
飛

散
や
倒
木
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
瓦

が
飛
散
す
る
と
、自
宅
が
雨
漏
り
す

る
だ
け
で
な
く
、ほ
か
の
人
の
車
な

ど
を
傷
つ
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
な
ど
）

□
停
電
に
対
す
る
備
え
を
確
認

□
む
や
み
に
外
出
し
な
い

□
危
険
と
感
じ
た
ら
、む
だ
足
覚
悟
で

早
め
に
避
難

□
河
川
や
側
溝
、が
け
に
は
近
づ
か
な

い
□
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
が
出
た
ら
、

速
や
か
に
避
難

避
難
の
と
き
の
注
意

□
火
の
始
末
や
戸
締
り
を
忘
れ
ず
に

□
両
手
が
使
え
る
よ
う
に
、荷
物
は
最

小
限
に
し
て
背
負
う

□
動
き
や
す
い
服
装
で
避
難

□
は
ぐ
れ
な
い
よ
う
に
、お
互
い
の
体

を
ロ
ー
プ
で
結
ぶ

□
水
面
下
に
は
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な

い
の
で
、長
い
棒
で
周
囲
の
安
全
を

確
か
め
な
が
ら
進
む

□
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、障
害
者
を
優

先
す
る

□
歩
け
る
水
の
深
さ
は
、男
性
で
70
㎝
、

女
性
で
50
㎝
。
歩
き
に
く
い
と
思
っ

た
ら
高
い
と
こ
ろ
で
救
助
を
待
つ

地
域
間
で
の
協
力
を

　

危
険
を
感
じ
た
り
、避
難
勧
告
・
指
示

が
出
た
り
し
て
も
、一
人
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
は
、避
難
す
る

こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

避
難
す
る
際
に
は
、隣
近
所
で
声
を

掛
け
合
う
な
ど
し
て
助
け
合
い
ま
し
ょ

う
。

す
。
ま
た
庭
木
が
隣
家
に
倒
れ
る
と

い
う
例
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、こ
れ
ら
の
点
検
は
前
も
っ

て
行
い
ま
し
ょ
う
。
危
険
で
す
の
で

台
風
や
前
線
が
接
近
し
て
い
る
時
に

は
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

□
非
常
時
持
ち
出
し
品
の
準
備　

　

災
害
が
迫
っ
た
と
き
に
、い
つ
で

も
次
の
も
の
は
持
ち
出
せ
る
よ
う
に

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
非
常
時
持
ち
出
し
品

▽
懐
中
電
灯
▽
携
帯
ラ
ジ
オ
▽
電

池
の
予
備
▽
救
急
・
衛
生
用
品
▽

衣
類
▽
非
常
食
▽
飲
料
水
▽
現
金

な
ど

災
害
が
迫
っ
た
ら

□
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
情
報
収
集

□
早
め
に
浸
水
・
大
風
対
策
を
す
る（
家

財
道
具
や
食
料
品
を
高
い
場
所
へ
移

風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える風水害に備える

点検項目 対　策

瓦 飛散防止ネットや針金・漆
しっくい

喰
などで固定

カーポート
屋根板の緩み・劣化がないか
を点検し、必要に応じて固定・
交換

庭木 込み入った枝を整理し、支柱
などで幹を固定

外壁 ひび割れがないかを確認し、
あれば補修

塀
強風でも倒れない強度がある
かを点検し、倒れる危険があ
れば補強

雨どい ぐらつきやたわみがあれば補
修し、枯葉などのごみを掃除

窓ガラス 飛散防止フィルムなどで補強

雨戸 破れやズレがないかを確認

側溝
家の周りの側溝が詰まってい
ないかを確認し、詰まってい
れば掃除

九州・山口県では、6月から 9月にかけて、
梅雨前線や台風による洪水、土砂災害などが
毎年のように発生しています。
昨年 9月に福岡地方を襲った台風13号は、
市内にも被害をもたらし、
けが人が出たり、家屋が破損したりしました。
自然災害を避けることは難しくても、
被害を抑えることはできます。
日ごろからの災害に対する心構えと対策が必要です。

九州・山口県では、6月から 9月にかけて、
梅雨前線や台風による洪水、土砂災害などが
毎年のように発生しています。
昨年 9月に福岡地方を襲った台風13号は、
市内にも被害をもたらし、
けが人が出たり、家屋が破損したりしました。
自然災害を避けることは難しくても、
被害を抑えることはできます。
日ごろからの災害に対する心構えと対策が必要です。
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雨
量（
一
時
間
あ
た
り
）と
降
り
方

▽
５
〜
10
㎜

雨
音
が
よ
く
聞
こ
え
、す
ぐ
に
水
た

ま
り
が
で
き
る
。

▽
10
〜
20
㎜

雨
音
で
話
し
声
が
よ
く
聞
こ
え
な

い
。
地
面
一
面
に
水
た
ま
り
が
で
き

る
。

▽
20
〜
30
㎜

土
砂
降
り
で
、が
け
崩
れ
の
危
険
性

が
あ
る
。

▽
30
㎜
以
上

危
険
地
帯
で
は
避
難
準
備
が
必
要
。

災
害
情
報
の
確
認
を

　

災
害
の
際
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

災
害
情
報
を
い
ち
早
く
お
伝
え
し
ま

す
。

　

災
害
対
策
や
避
難
所
の
情
報
も
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、確
認
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

公民館など

泉公民館 ☎（571）4415 下白水北公民館 ☎（571）4146 光町公民館 ☎（581）9288

大谷公民館 ☎（574）5656 下白水南公民館 ☎（593）2311 日の出町公民館　 ☎（582）9998

岡本公民館 ☎（571）4161 白水池公民館 ☎（502）9200 平田台公民館 ☎（595）0100

春日共同利用施設 ☎（573）2749 須玖北公民館 ☎（581）6624 松ヶ丘公民館 ☎（595）0686

春日公民館 ☎（571）4149 須玖南公民館 ☎（582）8730 紅葉ヶ丘公民館 ☎（581）9621

春日公園公民館 ☎（582）8782 惣利公民館 ☎（595）1705 大和町公民館 ☎（582）1140

春日原公民館 ☎（591）6000 宝町公民館 ☎（582）9995 弥生公民館 ☎（582）8412

春日原南公民館 ☎（582）9169 ちくし台公民館 ☎（582）7254 若葉台西公民館 ☎（571）4360

上白水公民館 ☎（582）6879 千歳町公民館 ☎（581）3559 若葉台東公民館 ☎（591）8979

小倉公民館 ☎（573）8787 塚原台集会所 ☎（595）0340 白水ヶ丘公民館 ☎（582）6885

小倉東公民館 ☎（571）0901 天神山公民館 ☎（572）7323 サン・ビオ公民館 ☎（592）5554

桜ヶ丘公民館 ☎（592）5567 昇町公民館 ☎（591）7221

公共施設

市役所 ☎（584）1111 奴国の丘歴史資料館 ☎（501）1144 福祉ぱれっと館 ☎（575）2223

いきいきプラザ ☎（501）1134 毛勝児童センター ☎（581）5614 ナギの木苑 ☎（595）0513

ふれあい文化センター ☎（584）3366 光町児童センター ☎（501）7014 ハート館かすが ☎（513）1766

すくすくプラザ ☎（584）1010

小学校 中学校

春日北小学校 ☎（581）1512 春日原小学校 ☎（581）2093 春日北中学校 ☎（502）0107

日の出小学校 ☎（572）4456 春日小学校 ☎（581）1369 春日西中学校 ☎（572）7356

春日西小学校 ☎（581）4190 須玖小学校 ☎（501）3103 春日野中学校 ☎（574）8111

天神山小学校 ☎（501）4301 春日東小学校 ☎（501）1059 春日中学校 ☎（581）0479

春日南小学校 ☎（501）4156 大谷小学校 ☎（573）2912 春日東中学校 ☎（581）1109

春日野小学校 ☎（593）2002 白水小学校 ☎（915）2525 春日南中学校 ☎（595）0905

広域避難場所

位瀬公園 市民スポーツセンター 奴国の丘歴史公園 春日運動広場 下白水第2公園 西スポーツセンター

春日公園 白水大池公園 日の出ふれあい公園

公園

天田公園 岡本公園 小倉中央公園 惣利公園 昇町親水公園 松ヶ丘南公園

泉公園 柏田公園 小倉東公園 宝公園 原町公園 紅葉ヶ丘第1公園

一の谷第1公園 春日原南公園 桜ヶ丘公園 ちくし台第1公園 光公園 紅葉ヶ丘第2公園

一の谷第2公園 金口池公園 桜ヶ丘広場公園 ちくし台第2公園 日の出第１公園 紅葉ヶ丘第3公園

一の谷第3公園 金塚池公園 下の川公園 千歳公園 日の出第２公園 紅葉ヶ丘第4公園

井の尻公園 上白水公園 須玖北公園 塚原台第1公園 平田台第１公園 元宮公園

円入公園 白水ヶ丘中央公園 須玖中の宮公園 塚原台第2公園 平田台第２公園 大和公園

大下公園 毛勝公園 須玖南公園 天神の木公園 藤波池公園 弥生公園

大谷ふれあい公園 御供田公園 須玖南親水公園 天神山公園 松ヶ丘北公園 若葉台中央公園

■避難所

問い合わせ先　土木管理課消防防災担当　☎（584）1111 5（584）1143
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障害者対象

出前トーク「市長と語る」
　障害者対象の出前トークを行います。今年度の主な事業や課題を説明
し、意見交換をします。
　託児（無料・就学前・先着20人）や手話通訳、要約筆記もあります。ぜひ参
加してください。
日時　6月24日㈰　午前9時30分～11時
場所　いきいきプラザ健康指導室（昇町1‒120）
※　託児希望者は6月14日㈭までに、電話かファックスで申し込んでくだ
さい。
　　なお、当日は、できるだけ公共交通機関を利用してください。
問い合わせ先　行政管理課行政管理担当

　　1（584）1111　5（584）1145

身近な相談パートナー

6月1日は人権擁護委員の日
　6月1日は、｢人権擁護委員の日｣です。
　人権擁護委員は、国民が人として幸せな毎日を送る権
利｢人権｣が侵害されないよう注意を払い、もし、侵害さ
れたときは、被害者救済のために適切な処理を行ってい
ます。
　また、人権の大切さへの理解を深めてもらうための活
動に努めたり、家庭内のもめごとや隣近所とのトラブ
ル、いじめや差別などの相談にも応じたりしています。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。いつでも気軽
に相談してください。

○人権相談の日程を変更
　６月の特設人権相談の日程を、6月1日㈮に変更し
ます。
時間　午前10時～午後3時
場所　市役所市民相談室

問い合わせ先　人権女性政策課人権啓発担当

1（584）1111　5（584）1153

氏名 地区名 電話・ファックス番号

福
ふくしま

島恭
きょうすけ

輔 泉 ☎（571）5225（5兼用）

別
べ っ ぷ

府るみ子
こ

春日原北町 ☎（591）7606（5兼用）

籾
も み い

井勇
ゆ う じ

次 ちくし台 ☎（585）3886（5兼用）

松
まつかわ

川瑞
み ず え

惠 塚原台 ☎（595）1432（5兼用）

髙
た か た

田一
か ず み

美 昇町 ☎（591）3129（5兼用）

牛
うしじま

嶋重
しげのり

紀 天神山 ☎（591）1047（5兼用）

白
しろうず

水房
ふ さ こ

子 春日 ☎（591）8854（5兼用）

春日市人権擁護委員
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現況届の提出
　児童手当を受けている人は、毎年６月に「現況届」を提
出しなければなりません。この届出は、毎年6月1日現在
の状況を把握し、児童手当を引き続き受けることができ
る要件があるかを確認するためのものです。提出がない
と、６月分以降の手当が受けられなくなります。なお、対
象者には６月５日㈫に、現況届通知書を発送する予定で
す。通知文書をよく読んで提出してください。（郵送可）
※　今回から、封筒の形式を圧着式封筒に変更しました
（表面に「児童手当現況届在中」と記載）。
受付日時　6月7日㈭～29日㈮の平日 午前9時～午後5時
受付場所　市役所205会議室
提出書類　

▽平成19年度児童手当現況届用紙（通知文書3・4ページ）

▽健康保険証の写し

▽平成19年度所得証明書（平成19年1月2日以降に春日
市に転入した人のみ・前住所地で発行）

▽児童と別居している場合は、別居監護申立書と児童世
帯全員の住民票の写し
提出・問い合わせ先　こども未来課母子児童担当（〒81
6‒8501春日市役所）

　　1（584）1111　5（584）1115

●●●●●

市民委員を募集
　建物の建て方などの土地利用規制や、道路・
公園などの都市施設の計画・見直しを調査・審
議する「春日市都市計画審議会」を設置してい
ます。審議会では、広く市民の意見を反映する
ため、構成委員の一部に市民を含めています。
　この審議会の市民委員を募集します。
対象　満年齢が20歳以上の市民（平成19年４
月1日現在）

※　市の附属機関などの委員を除きます。
任期　平成20年5月31日まで（年1～3回程度）
報酬　1日当り6,500円、旅費1日当り2,500円
募集人員　1人（選考により決定）
応募方法　6月15日㈮（当日消印有効）までに、
申込書と小論文（「今後のまちづくりにつ
いて」・1,200字程度）を提出する（郵送可）

※　申込書と公募要領は、都市計画課、いきいき
プラザ、ふれあい文化センターにあります。
　　なお、選考結果は応募者全員に通知します。
応募・問い合わせ先　都市計画課計画担当（〒
816‒8501春日市役所）

　　1（584）1111　5（584）1143

児童手当 春日市都市計画審議会

●●●●●

受給資格の更新
　母子家庭等医療受給資格の更新の受付を行
います。申請がない場合は、７月31日で受給資
格がなくなりますので、必ず申請してくださ
い。
　また、新たに母子家庭等医療の申請をしたい
人は、窓口で相談してください。
申請期間　6月1日㈮～29日㈮
※　現在受給している人には、5月末に案内を
郵送しています。届いていない場合は、連絡
してください。
申請・問い合わせ先　国保年金課医療担当

　　1（584）1111　5（584）1141

●●●●●

夏季臨時職員募集
対象　18歳以上の人で、児童と遊ぶ体力がある人
雇用期間　7月19日㈭～8月31日㈮
勤務日数　週5日（原則土・日曜日勤務、週休は月曜日と
もう1日）

勤務時間　午前9時30分～午後6時
報酬　日給6,000円（有給休暇1日あり）
募集人員　3人　選考方法　面接（7月1日㈰）
応募方法　6月22日㈮（必着）までに、履歴書を提出す
る（郵送可）

応募・問い合わせ先　子育て支援課児童担当（〒816‒
0806光町2‒180‒4光町児童センター）

　　1（501）7014（5兼用）

母子家庭等医療児童センター

K A S U G A         C I T Y11



K A S U G A         C I T Y12

健
康
・
体
力
づ
く
り
に 

初
心
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の
使
い
方
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
教
え
ま
す
。健

康
・
体
力
づ
く
り
の
た
め
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

日
程　

７
月
４
日
〜
８
月
１
日
の
毎
週 

水
曜
日（
計
５
回
）　

時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ト 

レ
ー
ニ
ン
グ
室（
大
谷
６
ー
28
）

春日市役所
1（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

受
講
料　

１
，２
５
０
円

定
員　

12
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

６
月
27
日
㈬
ま
で
に
、電 

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏 

名（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

1（
５
７
１
）３
２
３
４

5（
５
８
５
）１
６
３
４

春
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

日
時　

6
月
17
日
㈰

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
１
時 

（
予
定
）

（
受
付　

午
前
9
時
〜
）

場
所　

▽
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
グ 

ラ
ウ
ン
ド（
大
谷
６
ー
28
）▽
大 

谷
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド（
大
谷 

４
ー
１
）

チ
ー
ム
構
成　

子
ど
も
5
人
と
保
護 

者（
記
録
係
）1
人

※　

当
日
直
接
会
場
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
団　

中な
か
た
に谷

1
０
９
０（
２
０
８
７
）７
２
６
３

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
部
員
募
集 

「
プ
リ
テ
ィ
ー
ウ
ー
マ
ン
」

　

軟
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
う
の
で
、突

き
指
な
ど
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
一
度
、見
学
や
体
験
に
来
ま
せ

ん
か
。

練
習
日
時（
週
２
回
）

▽
毎
週
水
曜
日　

正
午
〜
午
後
２
時

▽
毎
週
金
曜
日　

午
後
４
時
〜
６
時

練
習
場
所　

西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２ 

階
競
技
場（
那
珂
川
町
中な

か
ば
る
ひ
が
し

原
東

１
ー
４
ー
１
）

会
費　

月
額
５
０
０
円（
体
験
は
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　

山や
ま
も
と本

1
０
９
０（
８
２
２
６
）７
０
３
０

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
募
集 

「
春
日
球
志
」

　　

市
内
に
居
住
す
る
人
が
対
象
で
す
。

経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
連
れ
も
大
歓
迎
で
す
。

練
習
日
時　

毎
週
水
・
金
曜
日

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

練
習
場
所　

春
日
南
小
学
校
体
育
館

（
春
日
８
ー
１
０
０
）

問
い
合
わ
せ
先　

野の
な
か中

1（
５
８
１
）０
９
０
３（
5
兼
用
）

介
護
予
防
運
動
教
室 

転
ば
ん
塾

　　

足
腰
の
衰
え
が
気
に
な
る
人
の
た
め

井
い で ぐ ち

手口 眞
ま な と

人ちゃん（宝町）
平成18年6月4日生

権
ごんどう

藤 友
ゆ り か

里香ちゃん（塚原台）
平成16年6月3日生

山
やまぐち

口 祐
ゆ う た ろ う

太朗ちゃん（須玖南）
平成18年6月4日生

三
み よ き

与木 楓
かえで

ちゃん（昇町）
平成18年6月12日生

の
介
護
予
防
運
動
教
室
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
虚
弱
傾
向
に

あ
る
65
歳
以
上
の
人（
要
介
護 

認
定
者
は
対
象
外
）

日
程　

７
月
３
日
〜
９
月
25
日
の
毎
週 

火
曜
日（
計
11
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※　

自
分
で
来
る
こ
と
が
難
し
い
身
体 

状
況
の
人
に
は
、送
迎
サ
ー
ビ
ス
を 

行
い
ま
す
。

内
容　

▽
筋
力
向
上
体
操
▽
生
活
動
作

向
上
訓
練
▽
リ
ズ
ム
体
操
▽
仲

間
作
り
な
ど

参
加
費　

１
回
２
５
０
円

申
込
方
法　

６
月
29
日
㈮
ま
で
に
、電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

「
が
ん
予
防
の
た
め
の
食
生
活
」 

が
ん
征
圧
講
演
会

　　

わ
が
国
の
死
亡
原
因
第
１
位
の「
が

ん
」を
予
防
す
る
た
め
の
講
演
会
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

６
月
14
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
3
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１



高
たかはし

橋 一
かずひろ

潤ちゃん（春日）
平成17年6月20日生

甲
か い

斐 歩
あゆみ

ちゃん（春日）
平成18年6月22日生

阿
あ べ

部 匠
た く み

海ちゃん（上白水）
平成18年6月22日生

松
まつおか

岡 美
み う

羽ちゃん（大和町）
平成18年6月14日生

8月生まれの
赤ちゃん募集中

赤ちゃんが大きく写ってい
る写真（裏に赤ちゃんの氏
名・ふりがな・生年月日・住
所・電話番号を記入）を「市
報かすがお誕生日おめでと
う係（〒816–8501春日市役 
所）」に郵送してください。
対象は3歳までで、7月2日
㈪までの到着分の中から抽
選で決定します。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い 

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
な
ど
の

相
談
に
、管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

６
月
12
日
㈫
・
26
日
㈫

午
後
２
時
〜
５
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー 

１
２
０
）

※　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、都
合
の
つ
か
な
い
人
は
、問 

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

第
30
回「
歯
を
守
る
集
い
」 

歯
ミ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

　
「
健
康
長
寿
は
歯
の
健
康
か
ら
」と
題

し
、歯
ミ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
を
行
い
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　

６
月
10
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ（
大
野
城 

市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
１
）

内
容

▽
記
念
講
演
会「
『
土
か
ら
の
食
農
教 

育
』を
め
ざ
し
て
」（
午
後
１
時
〜
２

時
10
分
）

講
師　

竹た
け
く
ま熊
宜の
ぶ
た
か孝
さ
ん（
熊
本
菊
地

養よ
う
じ
ょ
う
え
ん

生
園
名
誉
園
長
）

▽
筑
紫
歯
科
医
師
会
事
業
紹
介

▽
喫
煙
者
の
呼
気
Ｃ
Ｏ
濃
度
測
定

▽
健
康
相
談
・
血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測

定
・
足
指
力
測
定

▽
栄
養
相
談
コ
ー
ナ
ー

▽
歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る
図
画
・
ポ
ス 

タ
ー
・
標
語
の
展
示（
午
前
11
時
か
ら 

表
彰
式
）

▽
口
の
中
が
き
れ
い
に
な
る
茶
の
試
飲 

コ
ー
ナ
ー

▽
胃
腸
を
丈
夫
に
す
る
薬
膳
ス
ー
プ

▽
手
形
作
り（
小
学
３
年
生
以
下
の
子 

ど
も
・
先
着
１
５
０
人
）

▽
動
物
の
石
こ
う
模
型
プ
レ
ゼ
ン
ト 

（
４
０
０
個
）

▽
手
作
り
お
や
つ
体
験（
①
10
時
30
分 

〜
②
午
後
1
時
〜
・
各
30
人
・
要
予

約
）

▽
だ
液
検
査（
３
０
０
人
）

▽
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
個
別
指
導

▽
歯
周
病
診
断
な
ど

※　

予
約
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
歯
科
医

師
会

1（
５
７
２
）８
２
１
１

5（
５
７
２
）６
２
４
２

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所 

家
庭
で
防
ぐ「
食
中
毒
」

　

食
中
毒
の
起
こ
り
や
す
い
梅
雨
時

期
。食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
、次
の
こ
と
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

食
品
の
購
入

▽
消
費
期
限
な
ど
を
確
認
し
て
新
鮮
な

食
品
を
購
入
す
る
。

▽
肉
や
魚
な
ど
の
汁
が
漏
れ
な
い
よ
う

に
し
、早
め
に
持
ち
帰
る
。

家
庭
で
の
保
存

▽
冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品
は
、す 

ぐ
に
冷
蔵
・
冷
凍
庫
で
保
存
す
る
。

▽
冷
蔵
・
冷
凍
庫
の
詰
め
す
ぎ
に
注
意

す
る（
目
安
は
７
割
程
度
）。

▽
冷
蔵
庫
の
中
の
食
品
に
、肉
や
魚
の

汁
が
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

下
準
備

▽
生
の
肉
や
魚
、卵
な
ど
を
扱
っ
た
後 

は
、せ
っ
け
ん
で
手
を
洗
う（
ト
イ
レ 

や
お
む
つ
交
換
な
ど
の
後
も
）。

▽
包
丁
や
ま
な
板
は
熱
湯
消
毒
す
る
。

▽
冷
凍
食
品
は
、使
う
分
だ
け
解
凍
し

再
凍
結
し
な
い
。

▽
野
菜
や
果
物
は
よ
く
洗
う
。

調
理

▽
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
、中
心

部
の
温
度
を
75
℃
で
１
分
間
以
上
加

熱
す
る
。

▽
途
中
で
中
断
し
た
調
理
を
再
び
行
う

際
は
、食
品
を
十
分
に
加
熱
す
る
。

食
事

▽
食
事
前
は
手
を
せ
っ
け
ん
で
洗
う
。

▽
温
か
い
料
理
は
常
に
温
か
く（
65
℃ 

以
上
）、冷
た
い
料
理
は
常
に
冷
た 

く（
10
℃
以
下
）し
て
お
く
。

▽
調
理
後
の
食
品
や
出
前
物
は
、な
る 

べ
く
早
く
食
べ
る
。

残
っ
た
食
品

▽
温
め
直
す
と
き
は
、十
分
加
熱
す
る
。

▽
時
間
が
た
ち
過
ぎ
て
い
る
食
品
は
、

食
べ
ず
に
捨
て
る
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所
衛
生
課
食

品
衛
生
係

1（
５
１
３
）５
５
８
２

5（
５
１
３
）５
５
９
８

岡
本
遺
跡
コ
ー
ス
を
歩
こ
う 

健
康
ウ
ォ
ー
ク

　　

体
力
に
合
わ
せ
て
７
㎞
と
４
・
５
㎞

の
２
コ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま
す
。今
回
は
、

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
遺
跡
の
説

明
を
受
け
な
が
ら
歩
く
予
定
で
す
。

　

み
ん
な
で
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
12
日
㈫（
小
雨
決
行
）

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付　

午
前
9
時
〜
）

集
合
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
2
階
ロ 

ビ
ー（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

※　

タ
オ
ル
・
水
筒
・
帽
子
を
持
っ
て
、

歩
き
や
す
い
服
装
と
運
動
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、前
日
は
睡
眠
を
十
分
に
と 

り
、体
調
が
悪
い
と
き
は
無
理
を
し 

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

K A S U G A         C I T Y13



K A S U G A         C I T Y14

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

献
血
に
ご
協
力
を

　

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、す
べ
て
み

な
さ
ん
の
献
血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

○
６
月
13
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、

１
時
30
分
〜
４
時

日
の
出
小
学
校
体
育
館（
日
の
出
町

３
ー
１
ー
10
）

○
６
月
18
日
㈪

▽
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

春
日
野
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル

（
春
日
公
園
４
ー
１
ー
１
）

▽
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

春
日
東
小
学
校
体
育
館（
若
葉
台

東
１
ー
51
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会（
市
福
祉

計
画
課
内
）

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）３
０
９
０

障
害
者
の
た
め
の

自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
助
成

　

市
は
、障
害
者
が
自
動
車
運
転
免
許

を
取
得
す
る
た
め
に
通
う
、自
動
車
学

校
の
費
用
を
一
部
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

▽
18
歳
〜
49
歳
で
、市
内
に
居
住（
登

録
）し
て
、１
年
を
経
過
し
て
い
る

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
、療
育

手
帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
い
ず
れ
か
を
持
っ
て
い
る
人（
い

ず
れ
も
施
設
入
所
者
・
入
院
中
の
人

を
除
く
）

▽
申
請
年
度
の
世
帯
全
員
の
市
民
税
所

得
割
額
が
非
課
税

▽
自
動
車
の
運
転
に
支
障
が
な
い
と
認

め
ら
れ
る

▽
運
転
免
許
取
得
後
、就
労
が
見
込
ま

れ
る

▽
過
去
に
自
己
の
責
任
で
運
転
免
許
の

取
り
消
し
を
受
け
た
り
、失
効
し
た

り
し
て
い
な
い

※　

自
動
車
学
校
へ
の
入
校
は
助
成
決

定
通
知
後
で
す
。

　
　

ま
た
、平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

に
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
条
件
で

す
。

補
助
上
限
額　

10
万
円

申
込
方
法　

７
月
２
日
㈪
〜
31
日
㈫

に
、申
請
書
と
自
動
車
運
転
免

許
取
得
計
画
書
を
提
出
す
る

※　

申
請
書
な
ど
は
窓
口
に
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、内
部
障
害
の
場
合
は
意
見

書
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課

　

障
害
担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）３
０
９
０

開
設
事
業
者
を
募
集

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

　

市
は
、第
3
期
介
護
保
険
事
業
計
画

と
し
て
、地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
れ

に
基
づ
き
、平
成
20
年
度
に
整
備
を
行

う「
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
」

を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

春
日
東
中
学
校
か
春
日
野
中
学

校
、春
日
北
中
学
校
の
い
ず
れ

か
の
校
区
内
に
、小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
拠
点
を
併
設
し

た
施
設
を
開
設
す
る
社
会
福
祉

法
人

募
集
定
数　

１
事
業
所（
選
考
に
よ
り

決
定
）

募
集
期
間　

10
月
1
日
㈪
〜
31
日
㈬

※　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

る
か
、直
接
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）３
０
９
０

http://w
w

w
.city.kasuga.fu

kuoka.jp

地
域
交
流
事
業

「
サ
ン
サ
ン
ひ
ろ
ば
」

　

障
害
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、交

流
会
や
一
泊
二
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ

て
、お
互
い
の
理
解
を
深
め
、交
流
の
輪

を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

対
象
・
定
員（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

▽
市
内
に
居
住
す
る
６
〜
18
歳（
学
齢

期
）の
障
害
が
あ
る
人
・
20
人

▽
市
内
に
居
住
す
る
６
〜
18
歳（
学
齢

期
）の
人
・
20
人

▽
キ
ャ
ン
プ
や
交
流
会
の
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア（
18
歳
以
上
）・
40
人

※　

キ
ャ
ン
プ
の
際
は
、障
害
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、小
学
３
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

日
時　

▽
８
月
２
日
㈭
・
９
日
㈭
・
16
日
㈭
、９

月
１
日
㈯（
交
流
会
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
８
月
21
日
㈫（
キ
ャ
ン
プ
説
明
会
）

午
前
10
時
〜
正
午

▽
８
月
23
日
㈭
〜
24
日
㈮（
キ
ャ
ン
プ
）

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

※　

キ
ャ
ン
プ
は
、国
立
夜
須
高
原
少

年
自
然
の
家（
朝
倉
郡
筑
前
町
三さ

ん
が箇

山や
ま

１
１
０
３
）で
行
い
ま
す
。

参
加
費　

１
日
１
，０
０
０
円（
キ
ャ
ン

プ
は
２
，０
０
０
円
）

申
込
方
法　

６
月
25
日
㈪
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
、障
害
の

有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
社
会

福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課（
昇

町
３
ー
１
０
１
）

1（
５
８
１
）７
２
２
５

5（
５
８
１
）７
２
５
８

　

災
害
に
遭
っ
た
な
ど
特
別
の
事
情

が
な
い
の
に
１
年
以
上
国
保
税
を
滞

納
し
て
い
る
場
合
は
、保
険
証
を
返

還
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

そ
の
際
、保
険
証
の
代
わ
り
に
資

格
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
が
、こ
の

証
明
書
で
受
診
す
る
と
い
っ
た
ん
医

療
費
全
額（
10
割
）を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
、申
請
に
よ
り
一
部
負
担

金
を
除
い
た
額
を
払
い
戻
し
で
き
ま

す
が
、１
年
６
カ
月
以
上
、国
保
税
の

滞
納
が
あ
る
場
合
は
、払
い
戻
し
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
差
し
止
め
ま

す
。

　

納
付
が
困
難
な
と
き
は
、必
ず
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
国
保
年
金
課
国
保
担
当

▽
納
税
課
納
税
推
進
担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
１

（
５
８
４
）１
１
４
１



福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

母
と
子
の
た
め
の
キ
ャ
ン
プ

　

５
歳
〜
中
学
生
の
子
ど
も
を
持
つ
一

人
親
家
庭
の
母
子
が
対
象
で
す
。

　

一
流
ホ
テ
ル
シ
ェ
フ
の
協
力
の
も

と
、野
外
で
作
る
本
格
フ
ラ
ン
ス
料
理

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
23
日
㈯
〜
24
日
㈰（
一
泊

二
日
）

場
所　

国
立
夜
須
高
原
自
然
の
家（
朝

倉
郡
筑
前
町
三さ

ん
が
や
ま

箇
山
１
１
０

３
）

※　

現
地
集
合
・
現
地
解
散
で
す
。

参
加
費（
宿
泊
費
・
食
費
・
保
険
料
な
ど
）

▽
大
人　

一
人
４
，０
０
０
円

▽
子
ど
も　

一
人
３
，５
０
０
円

定
員　

30
組

申
込
方
法　

6
月
12
日
㈫
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
参
加
者
全

員
の
氏
名
、生
年
月
日
、住
所
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

1（
５
８
４
）３
９
２
２

5（
５
８
４
）３
９
２
３

国
立
病
院
機
構
福
岡
病
院

ぜ
ん
そ
く
児
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　

ぜ
ん
そ
く
克
服
の
た
め
の
知
識
や
習

慣
を
体
得
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

ぜ
ん
そ
く
が
あ
る
小
学
生

日
程　

７
月
31
日
㈫
〜
８
月
３
日
㈮

（
３
泊
４
日
）

場
所　

福
岡
市
立
油
山
青
年
の
家（
福

岡
市
城
南
区
東ひ

が
し
あ
ぶ
ら
や
ま

油
山
４
９
９
ー

１
）

参
加
費　

２
万
９
，０
０
０
円（
交
通

費
・
保
険
料
な
ど
を
含
む
）

申
込
期
間　

６
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮

※　

申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
病
院
ぜ
ん

そ
く
児
夏
期
キ
ャ
ン
プ
係

1（
５
６
５
）５
５
３
４

5（
５
６
６
）0
7
0
2

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習
会

　

母
子
家
庭
の
母
や
寡
婦
の
自
立
促
進

の
た
め
の
講
習
会
で
す
。ワ
ー
ド
や
エ

ク
セ
ル
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
を

教
え
ま
す
。託
児（
無
料
・
１
歳
以
上
の

就
学
前
児
）も
あ
り
ま
す
。

日
程　

８
月
７
日
㈫
〜
10
日
㈮（
計
4

日
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
4
時
30

分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
Ｏ
Ａ

ル
ー
ム（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

受
講
料　

３
，０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト

代
）

定
員　

20
人（
書
類
選
考
）

※　

受
講
希
望
者
が
10
人
未
満
の
場
合

は
、中
止
し
ま
す
。

申
込
方
法　

６
月
29
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、市
こ
ど
も
未
来
課
か
県
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
に
あ
る
申

込
用
紙
を
提
出
す
る（
郵
送
可
）

※　

受
講
す
る
に
は
、「
母
子
家
庭
等
就

業
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
」へ
の
求
職

登
録
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会
母

子
家
庭
等
就
業
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー（
〒
816
ー
０
８
０
４
原
町

３
ー
１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
受
け
箱
11
号
）

1（
５
８
４
）３
９
３
１

5（
５
８
４
）３
９
２
３

利
用
し
て
く
だ
さ
い

す
く
す
く
育
児
相
談

　

身
長
や
体
重
の
測
定
、離
乳
食
、育

児
、成
長
発
達
、予
防
接
種
な
ど
に
つ
い

て
保
健
師
や
栄
養
士
、保
育
士
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

期
日
・
場
所

▽
６
月
４
日
㈪　

子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ぽ
れ
ぽ
れ（
春
日
１
ー
38
）

▽
６
月
12
日
㈫ 
毛
勝
児
童
セ
ン
タ
ー

（
大
土
居
１
ー
38
）

▽
６
月
26
日
㈫　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

▽
７
月
10
日
㈫　

須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

（
須
玖
南
２
ー
１
２
０
）

▽
７
月
24
日
㈫　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
は
午
前
11

時
ま
で
）

※　

当
日
は
母
子
健
康
手
帳
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

み
ん
な
で
子
育
て

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
か
す
が

　
﹁
子
育
て
の
手
助
け
が
ほ
し
い
人（
お

ね
が
い
会
員
）」と「
子
育
て
を
手
伝
い

た
い
人（
ま
か
せ
て
会
員
）」が
支
え
あ

う「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
か
す
が
」の
、「
お
ね
が
い
会
員
」に

な
る
た
め
の
説
明
会
で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
、託
児（
無
料
・
３
カ

月
以
上
・
先
着
20
人
）も
行
い
ま
す
。

日
時　

６
月
24
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学
習

室
３（
大
谷
６
ー
24
）

申
込
方
法　

６
月
15
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、託

児
の
有
無
を
伝
え
る

※ 　

詳
し
く
は
、市
役
所
や
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
、い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、

す
く
す
く
プ
ラ
ザ
に
あ
る
チ
ラ
シ
を

見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ

ー
か
す
が
事
務
局（
す
く
す

く
プ
ラ
ザ
内
）

1（
５
８
４
）７
７
０
０

5（
５
８
４
）７
７
３
９

fam
isapo@

city.kasuga.fuku

　

oka.jp

ウ
ェ
ル
カ
ム
か
す
が

友
達
作
り
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ

　

春
日
市
に
引
っ
越
し
て
き
た
妊
婦
や

乳
幼
児
を
も
つ
保
護
者
の
た
め
の
お
茶

会
で
す
。子
育
て
に
関
す
る
情
報
交
換

や
友
達
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
26
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

ぽ
れ
ぽ
れ
館（
春
日
１
ー
38
）

参
加
費　

５
０
０
円

定
員　

20
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

６
月
22
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、子
ど
も
の
人
数

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

1（
５
７
２
）８
７
４
０（
5
兼
用
）

knet-ksg@
csf.ne.jp

http://w
w

w
.csf.ne.jp/~knet-

　

ksg/index.htm
l
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福
岡
県
環
境
保
全
施
設
等 

整
備
資
金
融
資

　

県
は
、中
小
企
業
者
な
ど
の
環
境
保

全
施
設
整
備
に
必
要
な
資
金
を
融
資
し

て
い
ま
す
。

対
象

▽
公
害
防
止
施
設

▽
公
害
に
よ
る
移
転
が
必
要
な
用
地
・

建
物

▽
地
下
水
汚
染
の
原
因
を
除
去
す
る
工

事
費

▽
特
定
フ
ロ
ン
な
ど
の
回
収
装
置

▽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
施
設

▽
廃
棄
物
の
資
源
化
・
再
生
利
用
施
設

▽
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得
経
費

▽
事
業
用
低
公
害
車
の
購
入
な
ど

▽
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
の
飛
散

の
未
然
防
止

要
件　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
中
小
企

業
者
ま
た
は
中
小
企
業
団
体

▽
県
内
に
工
場
・
事
業
所
が
あ
り
、事 

業
を
行
っ
て
い
る

▽
県
の
事
業
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

▽
許
認
可
な
ど
が
必
要
な
業
種
の
場

合
、そ
れ
を
取
得
し
て
い
る

※　

手
続
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
環
境

部
循
環
型
社
会
推
進
課

1（
６
４
３
）３
３
７
２

5（
６
４
３
）３
３
７
７

味
噌
づ
く
り
で
環
境
を
考
え
よ
う 

エ
コ
キ
ッ
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
の

会
は
、「
エ
コ
キ
ッ
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を

開
催
し
ま
す
。環
境
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
親
子
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
３
歳
〜
高
校

生
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※　

小
学
生
以
下
は
親
子
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
17
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

場
所　

春
日
原
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル 

・
調
理
室（
春
日
原
南
町
４
ー
37 

ー
１
）

内
容　

▽
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
活
動
紹
介
▽ 

交
流（
ゲ
ー
ム
な
ど
）▽
味
噌
作

り（
作
っ
た
味
噌
は
後
日
お
渡

し
し
ま
す
）▽
昼
食
会

参
加
費　

一
人
2
0
0
円

※　

お
茶
と
お
に
ぎ
り
、タ
オ
ル
、エ 

プ
ロ
ン
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

40
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

６
月
10
日
㈰
ま
で
に
、電 

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル 

で
住
所
、参
加
者
全
員
の
氏
名 

（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
エ
コ

ク
ラ
ブ
事
務
局（
市
環
境
課
内
）

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuoka.jp

「
地
域
社
会
と
男
女
共
同
参
画
」 

男
女
共
同
参
画
週
間
講
演
会

　

６
月
23
日
〜
29
日
の「
男
女
共
同
参

画
週
間
」に
ち
な
ん
で
、講
演
会
を
行
い

ま
す
。男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、地
域
で
で
き
る
こ
と
、市
民
と

し
て
で
き
る
こ
と
を
、一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

託
児（
無
料
）や
手
話
通
訳
も
あ
り
ま

す
。

日
時　

６
月
23
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
役
所
大
会
議
室

講
師　

林は
や
し
だ田
ス
マ
さ
ん（
大
野
城
ま
ど

か
ぴ
あ
男
女
平
等
推
進
セ
ン 

タ
ー
所
長
）

※　

託
児
希
望
者
は
、６
月
15
日
㈮
ま 

で
に
、電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ 

い
。　

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

人
権
女

性
政
策
課
男
女
共
同
参
画
担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
５
３

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎 

や
き
も
の
作
り
教
室

　

手
び
ね
り
で
、楽
し
く
簡
単
に
で
き

る
や
き
も
の
作
り
で
す
。古
代
の
陶
人

と
腕
比
べ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

作
っ
た
作
品
は
、窯か

ま

で
焼
い
て
、後
日

お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　

7
月
14
日
㈯

①
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※　

①
は
、簡
単
な
作
陶
指
導（
今
月
は

「
小
鉢
・
茶
わ
ん
」）を
行
い
ま
す
。

場
所　

春
日
市
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場

（
白
水
ケ
丘
１
ー
４
）

参
加
費（
材
料
費
）　

粘
土
５
０
０
ｇ
当

た
り
２
０
０
円

定
員　

各
15
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

6
月
14
日
㈭
〜
29
日
㈮

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま
た

は
直
接
窓
口
で
住
所
、氏
名
、年

齢（
小
学
生
以
下
の
み
）、電
話

番
号
、希
望
時
間（
①
か
②
）を

伝
え
る

※　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、保
護

者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

1（
５
０
１
）１
１
４
４

5（
５
７
３
）１
０
７
７

▼［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］過
去
よ
り
未
来
を
！

▼［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ダ

▼［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］メ
ロ
ン

▼［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］咲
月



受
講
者
募
集 

地
区
夏
祭
り
講
習
会

　

夏
祭
り
で
行
う
盆
踊
り
の
講
習
会
を

行
い
ま
す
。

　

自
治
会
や
公
民
館
、こ
ど
も
会
な
ど

の
関
係
者
が
対
象
で
す
。

日
時　

６
月
30
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育 

館
２
階
競
技
場（
大
谷
６
ー
28
）

定
員　

２
８
０
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

６
月
19
日
㈫
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、所

属
団
体
名
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署 

救
命
講
習
会

　

春
日
市
・
大
野
城
市
・
那
珂
川
町
に
居

住
・
勤
務
す
る
中
学
生
以
上
の
人
を
対

象
に
、人
工
呼
吸
法
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー

あなたのイラスト募集中
ハガキに縦書き、白黒で濃い
目にはっきりと描いて、表に
住所、氏名、電話番号を書いて
送ってください（ペンネームも
可）。著作権の都合上、作品はオ
リジナルのものに限ります。
あて先　〒816-8501春日市
役所市報かすが「イラストコー
ナー」係
※　掲載された人には図書券
　（500円分）を進呈します。

▼［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］ピ
コ

▼［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］虹
月
＠
俺
た
ち
ゃ
傭
兵

▼［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］さ
く
ら

▼［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］雪
月
華

ジ
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

な
ど
の
応
急
処
置
を
教
え
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

日
時

○
上
級
救
命
講
習

日
時　

６
月
10
日
㈰　

午
前
９
時
〜 

午
後
５
時

　

※　

筆
記
・
実
技
試
験
が
あ
り
ま
す
。

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

日
時　

６
月
17
日
㈰　

午
前
９
時
30 

分
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　

同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー 

１
）

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員　

各
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住 

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
消
防
署
救

急
係

1（
５
８
４
）１
１
９
９

5（
５
８
４
）１
１
６
１

入
居
者
募
集 

県
営
住
宅

　

空
き
家
の
あ
る
県
内
の
県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間　

６
月
１
日
㈮
〜
11
日
㈪

※　

詳
し
く
は
、募
集
案
内
書
を
見
て 

く
だ
さ
い
。募
集
案
内
書
は
、申
込 

期
間
中
、市
管
財
課
と
い
き
い
き
プ 

ラ
ザ（
昇
町
１
ー
１
２
０
）に
置
い
て

い
ま
す（
数
量
限
定
）。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
住
宅

供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部

1（
７
１
３
）１
６
８
３

5（
７
２
２
）１
１
８
１

福
岡
県
女
性
海
外
研
修
事
業 

「
女
性
研
修
の
翼
」団
員
募
集

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

▽
県
内
に
居
住
す
る
20
〜
65
歳（
平
成 

19
年
４
月
１
日
現
在
）の
女
性

▽
団
体
や
企
業
で
男
女
共
同
参
画
な

ど
に
関
す
る
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る

▽
帰
国
後
も
活
動
で
き
る
人

※　

公
務
員
や
学
生
、過
去
同
種
の
派

遣
事
業
に
参
加
し
た
人
は
除
き
ま

す
。

研
修
国　

デ
ン
マ
ー
ク
・
オ
ラ
ン
ダ

日
程　

10
月
14
日
㈰
〜
21
日
㈰（
８
日 

間
）

定
員　

20
人（
書
類
選
考
と
面
接
に
よ

り
決
定
）

申
込
締
切　

６
月
22
日
㈮
ま
で

※　

費
用
や
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
男
女
共
同
参
画
推

進
課

1（
６
４
３
）３
３
９
１

5（
6
4
3
）3
3
9
2

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

福
岡
県
食
品
表
示
巡
回
員

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
基
づ
い
て
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
生
鮮
食
品
の
名
称
や
原
産
地

な
ど
の
表
示
の
有
無
・
見
や
す
さ
な
ど

を
観
察
・
報
告
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
食

品
表
示
巡
回
員
」を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

県
内
に
居
住
す
る
満
20
歳
以
上

の
人
で
、登
録
期
間
を
通
じ
て

活
動
で
き
る
人

登
録
期
間　

登
録
日
〜
平
成
20
年
3
月

31
日

※　

登
録
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
農
政
部
農
業

技
術
課
食
の
安
全
係

1（
６
４
３
）３
５
１
８

5（
６
４
３
）３
５
１
６
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お
題
は「
火
」 

平
成
20
年
歌
会
始

　

平
成
20
年
の
歌
会
始
の
お
題
が「
火
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

▽
詠
進
歌
は
、お
題
を
読
み
込
ん
だ
自 

作
の
短
歌
で
一
人
１
首
の
み
と
し
、 

未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

▽
用
紙
は
半
紙（
和
紙
）と
し
、毛
筆
で

自
書
す
る
。た
だ
し
、海
外
か
ら
詠
進

す
る
場
合
は
、用
紙
は
随
意
と
し
、毛

筆
で
な
く
て
も
よ
い
。

▽
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
自

筆
で
き
な
い
場
合
は
、代
筆
ま
た
は

ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
用
い

て
も
よ
い
。な
お
、視
覚
障
害
者
は
、

点
字
で
よ
い
。

※　

代
筆
の
理
由
、代
筆
者
の
住 

所
・
氏
名
を
、ま
た
ワ
ー
プ
ロ
な
ど

を
使
用
し
た
場
合
は
、そ
の
理
由

を
別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に
添
え

て
く
だ
さ
い
。

▽
書
式
は
半
紙
を
横
長
に
用
い
、右
半

分
に
お
題
と
短
歌
、左
半
分
に
郵

便
番
号
、住
所
、電
話
番
号
、氏
名（
本 

名
、ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、職
業 

（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）を
縦
書
き
す 

る
。な
お
、無
職
の
場
合
は
、「
無
職
」

と
書
き
、以
前
に
職
業
に
就
い
た

こ
と
が
あ
る
場
合
は
、な
る
べ
く
元 

の
職
業
を
書
く
。

詠
進
の
期
限　

９
月
30
日
㈰（
当
日
消

印
有
効
）

※　

封
筒
に
は
、必
ず「
詠
進
歌
」と
書

い
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、不
明
な
点
は
、宮
内
庁
式 

部
職
に
郵
便
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ 

さ
い
。そ
の
際
に
、必
ず
返
信
用
封
筒

（
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
を
書
き
、切

手
を
は
っ
た
も
の
）を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

詠
進
・
問
い
合
わ
せ
先　

宮
内
庁（
〒
100 

ー
８
１
１
１
）

http://w
w

w
.kunaicho.go.jp/12 

　

/d12-08.htm
l

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局 

弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談

　

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
と
筑
紫
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
で
す
。

日
時　

６
月
21
日
㈭

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

同
支
局
１
階
相
談
室（
筑
紫
野

市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央
５
ー
14
ー
７
）

相
談
時
間　

一
人
30
分
程
度

定
員　

６
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

６
月
12
日
㈫
午
前
８
時
30

分
以
降
に
、電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局

1（
９
２
２
）２
８
８
１

5（
９
２
２
）３
３
４
２

司
法
書
士
に
よ
る 

女
性
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
会

　

保
護
命
令
申
立
な
ど
の
書
類
の
作
成

方
法
や
多
重
債
務
問
題
、生
活
保
護
の

受
給
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、司
法
書

士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

６
月
17
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

相
談
先　

1（
７
２
４
）９
５
０
５

※　

当
日
は
面
談
で
の
相
談
に
も
応
じ 

ま
す（
要
予
約
）。な
お
、相
談
場
所 

は
、予
約
時
に
相
談
者
に
直
接
伝
え

ま
す
。

面
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県

青
年
司
法
書
士
協
議
会　

平ひ
ら
ご
う郷

1（
７
５
２
）８
２
７
０

5（
７
５
２
）７
７
５
０

お
詫
び
と
訂
正 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
名
簿

　

市
報
か
す
が
５
月
１
日
号
に
、「
私
た

ち
の
ま
ち
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」の

記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
し
た
が
、名
簿

の
北
地
区
の
個
所
に
、東
地
区
と
記
載

し
て
い
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

北
地
区　

▽
岡
本
▽
桜
ヶ
丘
▽
須
玖
南

▽
須
玖
北
▽
日
の
出
町
▽
サ

ン
・
ビ
オ
▽
弥
生

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
計
画
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）３
０
９
０

参
列
し
ま
せ
ん
か 

福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式

　

県
は
、先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者

に
追
悼
の
誠
を
捧
げ
、平
和
を
祈
念
す

る
た
め
、戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

　

参
列
は
無
料
で
す
。

対
象　

先
の
大
戦
に
お
け
る
福
岡
県
出

身
の
戦
没
者
・
一
般
戦
災
死
没

者
の
配
偶
者
か
三
親
等
以
内
の

血
族
、一
親
等
の
姻
族

日
時　

８
月
15
日
㈬

午
前
11
時
50
分
〜
午
後
０
時
50

分

場
所　

県
立
福
岡
武
道
館（
福
岡
市
中 

央
区
大お
お
ほ
り濠
１
ー
１
ー
１
）

募
集
人
員　

若
干
名（
申
込
多
数
の
場 

合
選
考
）

申
込
方
法　

６
月
20
日
㈬
ま
で
に
、電

話
で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
計
画
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）３
０
９
０ 　能登半島地震災害の被災者に対する春日市民義援金に、多くの皆さんの善

意により、34万8,970円が集まりました。ご協力ありがとうございました。
　市民義援金の募集は終了しましたが、今後も、被災者が一刻も早く日常生活
を回復できるよう、引き続き、さまざまな形でご支援をお願いします。

問い合わせ先　総務課総務法制担当　☎（584）1111　 （584）1145

ご協力ありがとうございました

能登半島地震災害市民義援金



海外宝くじの購入申込をしていないのに、「当選の権利があ
る」とダイレクトメールが届きました。当選金をもらうために
は、クレジットカードでその宝くじへの参加申込金を支払う必
要があると書かれていたため、参加申込書
にカード番号などを記入して返送しまし
た。その後、参加申込金以上の金額が銀行口
座から引き落とされた上、当選金が振り込
まれません。業者とも連絡がつかなくなっ
ていました。

覚えのない海外宝くじが当選した

　そもそも、申し込んでもいない宝くじが当選することはありませ
ん。海外宝くじは、業者が本当に購入したかどうか、本当に当選した
かどうかの確認が困難なため、被害を防ぐには、身に覚えのないダ
イレクトメールは無視することが重要です。
　また、クレジット番号などの個人情報を業者に教えると、その情
報が悪用されたり流出したりして、新たな被害が発生することもあ

ります。個人情報を安易に教えることは禁物で
す。
※　日本国内で海外宝くじの販売や取り次ぎ、
授受を行うことは刑法187条（富くじ発売など）
に抵触し、違法とされており、購入者も処罰の
対象になります。国内で海外宝くじを購入する
のはやめましょう。

贈
呈
し
ま
す

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

　

戦
時
中
、戦
時
衛
生
勤
務
に
服
し
た

「
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
」と

「
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
」（
慰
労
給
付

金
受
給
者
を
除
く
）に
、内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
期
限　

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
省
大
臣
官
房
管

理
室
業
務
担
当

1
０
３（
５
２
５
３
）５
１
８
２

5
０
３（
５
２
５
３
）５
１
９
０

奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す

交
通
遺
児
奨
学
生

　

保
護
者
が
交
通
事
故
な
ど
で
死
亡
し

た
り
、重
い
後
遺
障
害
が
残
っ
た
り
し

て
、経
済
的
な
理
由
で
修
学
が
困
難
な

高
等
学
校
以
上
の
生
徒
・
学
生
に
奨
学

金
を
無
利
子
で
貸
与
し
ま
す
。

※　

進
学
予
定
の
人
も
応
募
で
き
ま

す
。

　

額
や
返
還
方
法
な
ど
、詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

㈶
交
通
遺
児
育
英
会

1
０
１
２
０（
５
２
１
）２
８
６

5
０
３（
３
５
５
６
）０
７
７
５

http://w
w

w
.kotsuiji.com

利
用
し
て
く
だ
さ
い

地
域
創
業
助
成
金

　

厚
生
労
働
省
は
、地
域
に
貢
献
す
る

事
業
を
新
規
創
業
し
、65
歳
未
満
の
人

を
２
人
以
上
雇
用
し
た
場
合
に
、創
業

経
費
の
一
部
に
対
し
、地
域
創
業
助
成

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
事
業　

個
人
・
家
庭
向
け
サ
ー
ビ

ス
や
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
、高
齢

者
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
な
ど

※　

市
は
、「
各
種
商
品
小
売
」「
飲
食
料

品
小
売
業
」「
一
般
飲
食
店
」の
３
分

野
も
対
象
事
業
に
追
加
し
、助
成
金

の
対
象
範
囲
を
広
げ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

㈶
福
岡
県
高
齢
者
・

障
害
者
雇
用
支
援
協
会

1（
４
７
３
）６
２
３
３

5（
４
７
４
）１
７
３
７

春
日
市
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

お
詫
び
と
訂
正

　

少
年
相
談
員
報「
き
ず
な
」第
20
号
の

２
ペ
ー
ジ「
平
成
18
年
度
善
行
者
表
彰

式
受
賞
者（
後
期
）」の
受
賞
者
学
校
名

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤
春
日
中
学
校
２
年
生

　
　
　

←

正
春
日
東
中
学
校
２
年
生

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会
事
務
所

（
市
社
会
教
育
課
内
）

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

守
っ
て
！
電
波
の
ル
ー
ル

電
波
利
用
保
護
旬
間

　

６
月
１
日
〜
10
日
は
電
波
利
用
保
護

旬
間
で
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
な
無
線
局

は
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
受
信
に
障
害

を
与
え
た
り
、携
帯
電
話
の
通
話
を
妨

害
し
た
り
し
ま
す
。さ
ら
に
、警
察
や
消

防
・
防
災
行
政
無
線
な
ど
人
命
に
関
わ

る
重
要
な
無
線
に
対
す
る
混
信
・
妨
害

が
発
生
し
、私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し

て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
ル
ー
ル（
電
波
法
）を

守
っ
て
、ク
リ
ー
ン
な
電
波
環
境
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

九
州
総
合
通
信
局

http://w
w

w
.kbt.go.jp/

▽
不
法
無
線
局
、混
信
・
妨
害

1
０
９
６（
３
６
８
）８
６
５
６

▽
受
信
障
害（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

1
０
９
６（
３
２
６
）７
８
７
３

▽
電
波
利
用
料

1
０
９
６（
３
２
６
）７
８
０
５

▽
そ
の
ほ
か
行
政
相
談

1
０
９
６（
３
２
６
）７
８
１
９
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K A S U G A         C I T Y20

　お父さんに、いつもなかなか言えない「ありがとう」の気持ち
を伝えましょう。
　児童センターでは、父の日のプレ
ゼント作りをお手伝いします。心を
込めて作ったプレゼントと感謝の
気持ちをお父さんに贈りましょう。
※　日程など詳しい内容は、下の行

事表を見てください。
問い合わせ先　各児童センター

6月
行事予定表

須
す ぐ

玖児童センター
☎（573）2431 5（584）7739
須玖南2-120（すくすくプラザ内）

光
ひかりまち

町児童センター
☎（501）7014（5兼用）

光町2-180-4

毛
け か つ

勝児童センター
☎（581）5614（5兼用）

大土居1-38

2日（土）

遊びの出前児童センター　　
午前10時30分〜正午、場所：春日野小多目的
ホール

道場やぶり　午後2時〜3時

かんたん工作　午後2時〜3時

3日（日） 「○○さん」と遊ぼう！　午後2時〜3時

6日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

9日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午 新聞紙で遊ぼう！　午後2時〜3時

※新聞紙（1日分）を持参
ポートボールって知ってるかい！　午後2時〜3時

10日（日）
父の日のプレゼント作り（プラパンのキーホ
ルダー）　午前10時30分〜正午、20人、100
円　申

トワイライトゾーン　午後5時〜6時
中学生以上

12日（火） すくすく育児相談　午前10時〜11時30分

13日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

16日（土）
一輪車教室　午後2時〜3時30分
10人　申　

父の日のプレゼント作り（おしゃれハンガー）
午前10時30分〜正午、15人、100円　申

父の日のメッセージカード作り
午後1時30分〜3時30分、先着30人、30円
※写真など張りたいものを持参　申

20日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

21日（木）
ママの“ホッ”とタイム（ナチュラル・パッチン
ポーチ）　午前10時〜正午、15人、400円　申
※託児1人500円（13日までに申込）

毛勝deピンポン！　午後2時〜3時

22日（金） たのしいおはなし　午前11時〜11時30分

23日（土）

おはなし広場　午後2時〜2時30分 ピカピカクッキング！（バナナオムレット作り）
午後2時〜4時、10人、150円　申

遊びの出前！児童センター　午前10時〜正午
場所：春日西小フレンドホール

雨の日も楽しく過ごそう！よっといで祭
①ポップコーン祭　午後3時〜3時30分
　30人、ポップコーン・ジュースなど各30円 
　（チケットの販売は午後2時45分〜）
②お話会＆映画むかし話　午後4時〜5時

24日（日）
すぐリンピック　午後2時〜3時 トワイライトゾーン　午後5時〜6時

中学生以上
かんたんクッキング（ホットケーキ＆ドーナツ）
午前10時30分〜正午、10人、100円　申

26日（火） おいでよ♪赤ちゃん（0〜1歳向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザ

27日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

30日（土） みんなで遊ぼう！（梅雨をぶっとばせ）
午後2時〜3時30分

子育て広場

ヨチヨチ広場（0〜1歳児向け） 須玖：6日㈬、20日㈬、光町：15日㈮、毛勝：8日㈮、22日㈮ 午前11時〜11時40分

親子サロン（1〜3歳児向け） 光町：12日㈫、毛勝12日㈫

午前10時30分〜（1時間程度）
ニコニコくらぶ（2〜3歳児向け）

須玖：13日㈬・14日㈭・15日㈮・27日㈬・28日㈭・29日㈮
光町：6日㈬・7日㈭・13日㈬・14日㈭・27日㈬・28日㈭
毛勝：6日㈬・7日㈭・13日㈬・14日㈭・27日㈬・28日㈭

ルンルン広場（2〜3歳児向け） 毛勝：21日㈭（上白水公民館） 午前11時〜11時40分

伝言版

※　　　　の行事は、幼児も参加出来ます。保護者同伴で遊びに来てください。
※表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。  
※ 申は申し込みが必要な行事です。6月1日㈮午後5時以降に申し込んでください。（電話可・小学生以上は本人が申し込み）
　なお、申し込みは1人1行事までとし、行事によっては市外の人は参加できない場合があります。
※天候により、中止または内容を変更することがあります。問い合わせてください。

開館時間 午前10時〜午後5時 休館日 4日、11日、18日、19日、25日

お父さん、いつもありがとう♪



　

広
報
担
当
と
し
て
２
年
目
を
迎
え

間
も
な
く
迎
え
た
試
練
。そ
れ
は
、

P
T
A
や
自
治
会
な
ど
の
広
報
担
当

初
任
者
向
け
広
報
紙
作
成
講
習
会
。

「
何
事
も
経
験
」と
、私
が
講
師
に
選

ば
れ
ま
し
た
▼
元
来
、人
前
で
話
す

こ
と
が
不
慣
れ
な
私
。適
当
に
済
ま

せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
意
気
込

む
け
れ
ど
も
、不
安
は
募
る
一
方
。

そ
の
不
安
を
振
り
払
う
た
め
に
、当

日
に
話
す
内
容
を
頭
の
中
で
何
度
も

ま
と
め
、何
度
も
何
度
も
口
ず
さ
み

ま
し
た
▼
そ
し
て
迎
え
た
当
日
。壇

上
に
上
が
る
と
頭
の
中
は
真
っ
白
。

体
か
ら
は
緊
張
の
汗
・
汗
・
汗
。受
講

者
の
目
を
気
に
す
る
あ
ま
り
、思
い

通
り
話
せ
ず
、我
な
が
ら
情
け
な
い

内
容
で
し
た
。し
か
し
、講
習
会
終
了

後
、受
講
者
の
一
人
が
私
に
握
手
を

求
め
、「
よ
か
っ
た
よ
」と
や
さ
し
い

一
言
。本
当
に
救
わ
れ
た
気
分
で
し

た
▼
緊
張
か
ら
開
放
さ
れ
、そ
の
日

は
美
肌
の
湯
で
名
高
い
隣
県
の
温
泉

へ
。緊
張
の
汗
を
流
し
、新
し
い
経
験

を
積
ん
で
一
皮
む
け
た（
は
ず
の
）肌

を
、じ
っ
く
り
と
湯
に
浸
し
て
き
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ユ

試
練
、緊
張
、開
放

　

ア
マ
チ
ュ
ア
将
棋
の
日
本
一
を
決
め

る「
第
20
回
ア
マ
チ
ュ
ア
竜
王
戦（
日
本

将
棋
協
会
・
読
売
新
聞
主
催
）」の
県
予

選
大
会（
5
月
6
日
）で
、金
堂
晃
久
さ
ん

（
五
段
）が
優
勝
。6
月
23
・
24
日
に
東

京
都
で
行
わ
れ
る
本
大
会
へ
の
切
符
を

手
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
県
予
選
大
会
は
A
級（
三
段
以

上
）・
B
級（
二
段
以
下
）・
C
級（
三
級
以

下
）・
シ
ニ
ア
の
部（
60
歳
以
上
）の
4
部

門
に
分
か
れ
て
お
り
、今
回
は
計
１
２
１

人
が
出
場
。金
堂
さ
ん
は
粘
り
勝
ち
を

繰
り
返
し
、見
事
A
級
の
部
門
で
勝
ち

抜
き
ま
し
た
。

　

金
堂
さ
ん
が
将
棋
を
始
め
た
の
は
、

５
歳
の
こ
ろ
。「
父
に
、駒
の
動
か
し
方
を

習
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。近
所
の

将
棋
道
場
に
通
い
、ど
ん
ど
ん
将
棋
に
夢

中
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」と
、金
堂
さ

ん
は
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、小
・
中
学
校
、高
校
と
さ
ま 

ざ
ま
な
大
会
に
出
場
し
、高
校
竜
王
な 

ど
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
た
金
堂
さ 

ん
。大
学
に
は
、「
一
芸
入
試（
ス
ポ
ー
ツ 

や
文
化
活
動
で
実
績
を
残
し
た
学
生
や

優
秀
な
選
手
を
確
保
す
る
た
め
に
、大

学
や
一
部
の
私
立
高
校
で
実
施
す
る
入

試
の
方
法
）」で
入
学
。将
棋
部
に
入
部

し
、全
日
本
学
生
将
棋
団
体
対
抗
戦
で

優
勝
し
た
経
歴
も
持
ち
ま
す
。

　

得
意
な
戦
法
は
、飛
車
が
真
っ
す
ぐ 

に
敵
陣
突
破
を
試
み
戦
う「
居
飛
車
」。

好
き
な
棋
士
は
、谷た
に
が
わ川
浩こ
う
じ司
九
段
。終
盤

に
王
将
を
最
短
距
離
で
追
い
つ
め
る「
寄

せ
」に
憧
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
金
堂
さ
ん
に
、将
棋
の
魅
力

を
聞
い
て
み
る
と
、「
同
じ
局
面
で
も
、

人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
よ
っ
て
全
く

違
う
も
の
に
な
り
ま
す
。そ
れ
が
面
白

い
。そ
れ
に
、相
手
の
感
情
を
探
り
な
が

ら
、１
対
１
で
駆
け
引
き
し
合
う
緊
張

感
も
魅
力
で
す
ね
」と
笑
顔
で
話
し
ま

す
。

　

最
近
は
、仕
事
に
追
わ
れ
、忙
し
い
日 

々
を
送
っ
て
い
る
金
堂
さ
ん
。毎
日
将 

棋
を
指
す
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い 

そ
う
で
す
が
、
空
い
た
時
間
に
イ
ン 

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
対
局
や
、大
会 

に
参
加
す
る
こ
と
で
、腕
を
磨
い
て
い 

ま
す
。ま
た
、仕
事
な
ど
で
も
、将
棋
の 

よ
う
に
、先
を
見
据
え
て
行
動
す
る
よ 

う
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で
、今
や
将
棋 

は
、金
堂
さ
ん
の「
体
の
一
部
」と
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
で
3
回
目
と
な
る
本
大
会
出
場

を
目
前
に
し
、「
自
分
ら
し
い
将
棋
で
、

優
勝
を
目
指
し
ま
す
」と
、力
強
く
語
り

ま
し
た
。

K A S U G A         C I T Y21



問い合わせ先　社会教育課「お宝探偵局」　☎（575）4121　5（593）7380

小倉薬師堂

　明治14年再建の立派な木堂。木造の薬師如
来が祭られています。病気を治してくれる仏とし
て有名で、特に目が悪くなったときは、尊像の頭
と目を触って、半紙に性別か氏名、歳の数の「め」
を書いて堂内に張ってお願いします。そして、治
れば線香と水を供えて拝むそうです。筑紫地区最
大のものとして、現在もあつい信仰があります。

宝町

小倉公民館

坂口町

小倉バス停

ふれあい文化
センター入口

（点滅信号）

まちのニュース
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古紙配合率100%再生紙を使用しています

表紙の写真

　5月13日、市内全域で｢春のクリーン作戦｣が行われまし

た。

　この活動は、日ごろ使っている道路や公園のごみ拾いな

どを通して、地域の美化に努め、市民一人一人のマナーアッ

プも目指そうというものです。市生活環境組合連合会が中

心となって取り組んでおり、毎年、春と秋の年2回行われて

います。

　春日公園地区では、午前8時30分から多くの住民が自宅

周辺の清掃やごみ拾いを開始。拾ったごみは、次々に公民

館駐車場に運び込まれ、自治会役員が回収・分別作業を行

いました。

　参加者の中には、親子連れや、自主的に活動する小・中学

生の姿も見られ、大人から子どもまで、地域をあげての活動

となったようです。

　4月26日、春日野小学校で交通安全教室が行われ、筑紫

交通安全協会の指導のもと、同小1・4年生の児童264人

が受講しました。

　入学したばかりの新1年生は、横断歩道の渡り方を練習。

以前はグラウンドに作った仮の横断歩道で行っていました

が、3年前から、実際に道路に出て練習しています。交通量

が多いこともあり、児童たちは少し緊張した様子でしたが、

きちんと手を上げ、左右を確認し、正しく横断することがで

きました。登・下校時に実際に使う横断歩道での実践練習

で、よりしっかりと正しい知識が身に付いたようです。

　同協会春日支部の久
ひさづみ

積幸
ゆきとし

敏さんは、「子どもたちはとて

も素直で、教えたことがきちんと伝わったようです。これを

きっかけに、子どもたちが交通安全への意識を強めてもら

えれば」と話していました。

　4月26日、春日野小学校で行われた交通安全
教室の様子。交通安全指導員に正しい横断歩道
の渡り方を習った1年生。上手に渡ることがで
きました。

春のクリーン作戦

みんなできれいなまちづくり交通ルールを学びましょう

市の人口 4/30現在

◎総人口

◎世帯数

109,529人

男 53,605人女 55,924人

43,581世帯

●転入 1,206人 ●転出
●出生 84人 ●死亡 45人

（前月比 +196）

1,056人

●その他増 11人 ●その他減 4人

春日野小学校交通安全教室


